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所属等 職務名 氏  名 ※敬称略  

柏市立柏第四小学校 校 長 岩田
い わ た

 久美
く み

 

柏市立柏第二中学校 校 長 杉本
すぎもと

 秀
ひで

彰
あき

 

柏市子ども会育成連絡協議会 会 長 門井
か ど い

 隆志
た か し

 

柏市青少年健全育成推進連絡

協議会 
副会長 坂巻

さかまき

 勝
まさる

 

多世代交流型コミュニティ実行

委員会 
代 表 常

つね

野
の

 正紀
ま さ と し

 

柏市ＰＴＡ連絡協議会 会 長 吉田
よ し だ

 智
と も

紀
き

 

柏市ふるさと協議会連合会 会 長 根本
ね も と

 利
と し

治
はる

 

柏の葉サイエンスエデュケーショ

ンラボ 
会 長 羽村

は む ら

 太
たい

雅
が

 

柏市ストップ温暖化サポーター 

元我孫子市社会教育指導員 
 村田

む ら た

 静
しず

枝
え

 

さわやかちば県民プラザ 所 長 内藤
ない と う

 正寿
ま さ と し

 

柏市民生委員児童委員協議会  伊藤
い と う

 薫
かおる

 

開智国際大学 教 授 寺本
て ら も と

 妙子
た え こ

 

東京大学大学院 教 授 牧野
ま き の

 篤
あつし

 

文教大学 准教授 青山
あおやま

 鉄兵
てっぺい

 

市民公募  本多
ほ ん だ

 紀子
の り こ
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課 長 髙
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村
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  光
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 泰
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成
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統括リーダー 渡邊
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 雅
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恵
え

 

主 査 鈴木
す ず き

 佑
ゆう

介
すけ

 

主 任 髙
たか

丸
まる

 富雄
と み お

 

生涯学習専門 
アドバイザー 

（生涯学習分野） 

萠抜
はえぬき

 博
ひろ

孝
たか

 

石井
い し い

 礼子
れ い こ

 

馬場
ば ば

 秀樹
ひ で き

 

図書館 館 長 橋本
はしも と

 賢
けん

一郎
いちろう

 

学校教育部 

指導課 
副主幹 湯本

ゆ も と

 浩二
こ う じ

 

  

 柏市教育委員会 出席職員名簿 



 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 生涯学習部長あいさつ 

 

３ 議長あいさつ 

 

４ 社会教育関係団体に対する補助金交付に係る意見の聴取について 

 

５ 第４次柏市生涯学習推進計画策定の進捗状況について 

 

６ 説明事項 

 (1) 社会教育委員会議の全体スケジュール 

 (2) 子どもの地域への愛着を育むために必要なこと 

 

７ 事例発表 

   『科学コミュニケーションを通じた地域交流の活性化』１０年の活動の

軌跡 

 

８ 協議事項（グループワーク） 

  「大人（親）がつながる方法や大人が楽しんで地域活動に参加するには 

   どのようにしたらよいか」 

 

９ 事務連絡 

 

１０ 閉会 

  

 次 第 
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   社会教育関係団体に対する 

   補助金交付に係る意見の聴取について
 
・社会教育関係団体に補助金を交付しようとする場合には社会教育

委員の意見を聴いて行うこととされています。  

・令和２年度は，以下 の社会教育関係団体に対し，補助金の交付を

予定しています。  

・なお，令和２年度の補助金額は，令和元年度と 同額を予定してい

ます。  
 
【補助金の交付を予定している社会教育関係団体】 

担当課  
団体名  

（補助金件名）  
令和２年度  
予定額 (円 ) 

生涯学習課  

柏市ＰＴＡ連絡協議会  
(ＰＴＡ連絡協議会補助金 ) 

940,000 

柏市青少年相談員連絡協議会  
(青少年相談員連絡協議会活動費補助金 ) 

3,391,000 

柏市青少年健全育成推進連絡協議会  
(青少年健全育成推進連絡協議会活動費補助金) 

2,408,000 

柏市子ども会育成連絡協議会  
(子ども会育成連絡協議会活動費補助金 ) 

1,134,000 

柏市スカウト連絡協議会  
(スカウト連絡協議会活動費補助金 ) 

262,000 

文化課  

柏市文化連盟  
(柏市芸術文化活動補助金 ) 

456,000 

柏市合唱連盟  
(柏市芸術文化活動補助金 ) 

121,000 

柏交響楽団  
(柏市芸術文化活動補助金 ) 

121,000 

柏市民吹奏楽団  
(柏市芸術文化活動補助金 ) 

121,000 

柏ジュニアストリングオーケストラ  
(柏市芸術文化活動補助金 ) 

121,000 

少年補導センター 
柏市少年補導委員連絡協議会  

(少年補導委員連絡協議会補助金 ) 
461,000 

１ 



２ 

 

 

 

 参考  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

概要 

柏市内の小中学校のＰＴＡで組織された団体。単位ＰＴＡ相互の連絡及び共通課題の研究を進め,相互
提携して市内ＰＴＡの健全な発展に寄与する活動を行っている。総会・運営委員会・専門委員会,ＰＴ
Ａ活動に関する研修会,研究協議会の開催,広報紙の発行,こども 110 活動等の事業に対する補助金。 

青少年健全育成を推進するために千葉県知事及び柏市長から委嘱を受け，さまざまな体験活動や啓発
活動に取り組む青少年相談員をもって組織される柏市青少年相談員連絡協議会に対する補助金。 

青少年の健全育成を目的に，小中学校とＰＴＡや町会，民生委員などの各種団体等（青少年相談員，
少年補導委員，子ども会など）で構成される青少年健全育成推進連絡協議会に対する補助金。 

子ども達の健全育成を目的に異なる年齢の子ども及び運営を行う子ども会を持って組織し，保護者や
地域住民の支援のもと学校外における遊びを通して子ども達が健やかに成長できるよう様々な行事を
行っている子ども会育成連絡協議会に対する補助金。 

スカウト活動を通した青少年健全育成を目的に柏市スカウト連絡協議会が行う活動に必要な会議及び
調査研修等に対しての補助金。 

芸術文化活動を行う団体に対し，芸術文化活動の活性化を促進し，もって芸術文化の振興に資するこ
とを目的とする活動補助金。 

青少年の非行防止と健全育成に寄与するため地域における補導活動等を行う少年補導委員で組織され
る柏市少年補導委員連絡協議会の活動を支援する補助金。 

○社会教育法 

 （社会教育関係団体の定義） 

第 10 条 この法律で「社会教育関係団体」とは，法人であると否とを問わ

ず，公の支配に属しない団体で社会教育に関する事業を行うことを主たる

目的とするものをいう。 

 （審議会等への諮問） 

第 13 条 国又は地方公共団体が社会教育関係団体に対し補助金を交付しよう

とする場合には，あらかじめ，（中略）地方公共団体にあっては教育委員

会が社会教育委員の会議（中略）の意見を聴いて行わなければならない。 
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   第４次柏市生涯学習推進計画策定の 

            進捗状況について
 
 「第４次柏市生涯学習推進計画」の策定を目指し， 令和元年度か

ら令和２年度までの２年間を通して ，柏市生涯学習推進協議会にお

いて議論している計画内容について，現在の進捗状況をご報告しま

す。  

  

 別紙「説明資料」のとおり  
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    社会教育委員会議の全体スケジュール

 

＜令和元年度＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和２年度＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 

第１回 

（７月３１日） 

第２回 

（１１月６日） 

第３回 

（２月２６日） 

第４回 

（６月～７月） 

第５回 

（１０月～１１月） 

第６回 

（１月～２月） 

・委嘱状交付 

・議長及び副議長の選出（寺本議長・常

野副議長） 

・グループワーク「今期のテーマ」 

・生涯学習部主要事務事業概要報告        

・柏市コミュニティ・スクール報告 

・グループワーク「子どもに地域への愛

着を持たせるためには何が必要か」 

       

・講義（テーマについて知見を広める） 

・グループワーク 

・生涯学習推進計画策定状況報告 

・社会教育関係団体補助金交付への意見 

・前年会議の振り返り 

・グループワーク（提言の方向性） 

・生涯学習部主要事務事業概要報告 

・意見交換（提言案の検討） 

・生涯学習推進計画案の説明 

・計画案について意見交換   

・提言 

・社会教育関係団体補助金交付への意見 

・社会教育委員会議の振り返り         



５ 

 

   子どもの地域への愛着を育むために 

              必要なこと 
            

１ 前回のグループワークにおける主な意見 （令和元年 11 月 6 日） 

 

 

 

 
 

 〇まず，親や地域の大人がつながることが必要  

 

 〇地域活動やイベントに親が参加していれば子どももつ

いてくる 

 

 〇大人自身が楽しめるかが大事 

 

 〇子どもの地域活動への関心には親の考え方が反映  

 

 〇子どもに行事で役割が与えられていること  

 

 〇子どもにとって楽しい経験となったかが重要 

 

 〇イベント等を通じて，子どもが認められたり大事にさ

れた体験が大事 

  

４ 

前回の議題 

子どもに地域への愛着を持たせるためには何が必

要か  

 ①大人（親）がつながること，大人自身が楽しむこと 

 

 ②子どもにとって楽しい経験である地域活動 

 （子どもに地域の中で役割が与えられている） 

ポイント  



６ 

 

 

 

 

２ ポイントの関連性  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもの地域に対する愛着を育みたい 

 

『子どもが地域活動へ積極的に参加する』 

 

愛着の育成 
 

課
題
を 

 

解
決 

 

子どもが楽しいと思える経験 

課 題② 

今
日
の
議
題 

 

大人のつながり，楽しみながら地域へ参加 

課 題① 
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   事例発表 

 『科学コミュニケーションを通じた地域 

  交流の活性化』１０年の活動の軌跡 
 

１ 発表者 

羽村 太雅  

柏の葉サイエンスエデュケーションラボ（KSEL）会長／国立天文

台 広報普及員／江戸川大学 非常勤講師 
 
東京大学柏キャンパスで地球惑星科学を専攻。隕石の衝突を模擬した実験を
通じて生命の起源を研究した。研究の傍ら『地域交流の活性化』を目指す市
民活動団体「柏の葉サイエンスエデュケーションラボ」を立ち上げた。自然
体験活動を通じて理科を学ぶ合宿『理科の修学旅行』や，空きアパートを
DIY で改修した『手作り科学館 Exedra』など数多くの科学コミュニケーショ
ン活動を手掛ける。受賞歴，メディア出演・掲載歴多数。国内旅行業務取扱
管理者。 

 

２  説明資料 

  別添のとおり 

   

  

５ 
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    協議事項

 

 

１  グループワークの実施 

 

 

 

 

 

 

２ テーマについての補足   

 ・ご自身が関わっている地域の特 性や専門分野に合わせた方法で

考えてください。  

 ・できる限り具 体的な方法や活動について協議をお願いします。  

 ・解決しなければならない課題 でも構いません。  

  

３ グループワークの方法 

 〇２班（Ⅰ班・Ⅱ班）に分かれていただきます。  

  ※別添名簿をご参照いただき，移動をお願いします。 

  

 〇議題について話し合うとともに，内容を付箋に記入し，模造紙

に貼り付けてください。  

 

 〇４０分で協議した後，話し合った内容 の発表をお願いいたしま

す。（班ごとに発表者を決めてください。 ）  

  

６ 

今回の議題 

大人（親）がつながる方法や大人が楽しみながら

地域活動に参加するにはどのようにしたらよいか  
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 参考 
１  第２回社会教育委員会議 （ R1/11 /6 )グループワークの結果  
 

  【１班】  

 

  【２班】

組織個人

大
人

子
ど
も

親の考え方

進学校

中小企業

(転勤なし)

味（特産）

子どもの役割を持た

せる

やるべきことがあれ

ばいい

子どもだけの

フィールド

レイソル

地域は子どもの

生活圏

学校教育では・・

地域を知る，知ろうとする

動く，動こうとする

になう，になおうとする

地域で活躍する

魅力的な大人

大人は仲間を作

れるか

その地を選んだ

理由

地域教材

大ほり川，柏まつり，かぶ，

ねぎ，ほうれんそう

みんなと取り組

むイベント

地域団体の役割

町会，子ども会，お

やじの会等

＜課題＞

子育てが困難な家族

への支援のあり方

幼い頃からの友

人

地域イベントへの

参画意識

（子どもも大人も）

地域行事をやる

他地域を知る機

会

＜地域資源＞

(ある程度の)専門性・

知識，スキル，態度

を備えた人材(住民)

サマースクール

地域すもう

子ども食堂

親(大人)のつながり

＝学校，子ども

地域を知る

歴史・・・

生物・・・

地域で自慢でき

るものを捜す

地域の昔の生活を知る

いつから人が住んだか？

どんなものを作ったか？

就学前に地域のイベン

トに参加していても親

と子の関わりで終って

広がらない

子ども達が地域で遊

び場をつくる機会

大人の理解，声掛け

学校と地域との共

同作業を作る。

防災訓練など

他市との交流
市内の他の地域

(学区)との関わり

流入者にも優し

いきっかけ

自分の地に戻って

来て子育てする人

顔のみえる関係

近隣の年配者(大人達)

が見守ってくれる

大事にされた体

験

かっこいい大人

が地域にいる

行事での役割がある

小学生，中学生，大学生，

大人は役割を決めている

ほどこしを受け

る経験

認められる経験

愛着をもつ大人

がいる

先生が出来ない事を

やれる人を作る

農業技術・・・

地域の文化・・

スポーツの指導

サッカー，バスケ，

バレー

相談できる人がい

る(親身になって)

中学校卒業後に

集まる機会

一緒に遊べる友

達がいる

地域で役割があ

る

子どもは地球

地域の未来

成長する機会

＜楽しい機会

町会など地域でボ

ランティアをする

地域の行事等に集

まれるようにして

楽しい思い出を

作ってもらう。

子供が参加したい

行事を考え，親も

参加させる

地域行事の継続

（毎年恒例の）

地域の中でいろ

んな体験・経験

地域の中で役割や

責任が与えられる

憧れが重要



 

 


